
2022年度 審判講習会
2023年2⽉19⽇
競技運営委員会



本講習会の⽬的

• 競技役員の業務や役割、⼼構えを理解する
• 技術や知識を確認・アップデートする

競技会の公正で円滑な運営を実現する



本⽇の流れ

1. 本講習会の⽬的
2. 2023年適⽤ 新ルール
3. 競技会での役割分担について
4. 各担当の役割と仕事について（⽤具検査役員、RTS役員、射場役員）
5. 競技役員としての⼼構え



2023年適⽤ 新ルール
講師︓岡⽥亜美



新ルール適⽤まで

• ISSFからルールブックが公開されたのち順次翻訳を進め、国内ルールを公
開します

• ①ARバットプレートのルール考え⽅
• ②ATLの時間
• ③ファイナルルール←new!

のみ今回簡単に共有します
• 新ルールの講習会は別途実施します



①ARバットプレートのルールの考え⽅

• 定義と可動範囲が明確になりました
• バットプレートは、
• 上下、左右オフセット（図1）、縦軸（図2）横軸（図3）へ回
転できる
• 各部品を左右に回転できる（図4）

• 外縁のどの部分も中⼼線から30mm以上出てはなら
ない（図4）

• 全体の幅は30mm以内に収める（図5）

• 肩に接する最下点まで20mm以内の深さ

図1︓上下、左右への移動 図2︓縦軸の回転

図4︓左右の回転図3︓横軸の回転
図5︓全体の⼤きさ
テンプレート

30mm

153mm



②ATLの時間

• ATLは本射開始の25分前（10m,50m個⼈種⽬）

• 準備時間は10分間

• 試射時間は15分間のまま



③ファイナル

• 簡単に10m個⼈、50m三姿勢個⼈をご紹介
• ゴールドメダルマッチ形式に変わります



10m 個⼈種⽬

• ファイナルの構成︓ランキングマッチ（3〜8位を決める）→メダルマッチ（1,2位を決める）

• ランキングマッチ︓250秒で5発のシリーズ

• 3シリーズ⽬、15発を終えた時点で7,8位が脱落

• 4シリーズ⽬、20発を終えた時点で5,6位が脱落

• 5シリーズ⽬、25発を終えた時点で3位（銅メダル）,4位が脱落

• 残った1,2位で16pt先取のメダルマッチを続ける



50m 個⼈種⽬
※⼤体10m個⼈と同じ

• 同点の決定︓6.15のカウントバックルール ※TOKYO2020年以前のルール

• ファイナルの形式︓ランキングマッチ（3〜8位を決定）→メダルマッチ（1,2位を決定）

• ランキングマッチ︓K200秒、P150秒、S250秒の5発シリーズ ※変わらず

• 姿勢転換︓K→P6分間、P→S8分間

• 6シリーズ⽬（Sの2シリーズ⽬）で7,8位が脱落

• 7シリーズ⽬で5,6位が脱落

• 8シリーズ⽬で3,4位が脱落

• 残った1,2位で16pt先取のメダルマッチを続ける



競技会での役割分担
講師︓岡⽥亜美



⽤語の確認

• EC︓⽤具検査 Equipment Control
•ECO=EC Officer  CECO=Chief EC Officer

• RTS︓成績、計時、採点 Results, Timing, Scoring
•RTSO=RTS Officer  CRTSO=Chief RTS Officer

• RO︓射場役員 Range Officer
•CRO=Chief Range Officer



競技役員、ジュリー、TD... 役割の違い、ピンときますか︖

競技役員の上司は︖

RTSって何の略︖
TDは何をしてる︖

ジュリーが⾊々決める︖



「技術」と「運営」

技術部⾨、運営部⾨に分かれる

TD ジュリー

射場ジュリー RTSジュリー
⽤具検査ジュリー 上訴ジュリー

技
術
部
⾨

状況・ルールをもとに判断・裁定技術部⾨の最⾼責任者
射場・設備の検査・承認
状況に応じてルールを決める

組織委員会 競技役員

射場役員 RTS役員
⽤具検査役員 上訴役員

運
営
部
⾨

ルールをもとに試合進⾏運営部⾨の責任者
スケジュールや会場、役員の⼿配など



「技術」と「運営」

技術部⾨、運営部⾨に分かれる

TD ジュリー

射場ジュリー RTSジュリー
⽤具検査ジュリー 上訴ジュリー

技
術
部
⾨

状況・ルールをもとに判断・裁定技術部⾨の最⾼責任者
射場・設備の検査・承認
状況に応じてルールを決める

組織委員会 競技役員

射場役員 RTS役員
⽤具検査役員 上訴役員

運
営
部
⾨

ルールをもとに試合進⾏運営部⾨の責任者

⽴法 司法

⾏政

この三者を三権分⽴で説明することも



ジュリーと競技役員︓競技会における役割分担

10
m
射
場

50
m
射
場

射場チーム ⽤具検査チーム RTSチーム 上訴チーム



ジュリーと競技役員︓競技会における役割分担

10
m
射
場

50
m
射
場

射場チーム ⽤具検査チーム RTSチーム 上訴チーム

射場役員

射場ジュリー
主任射場
ジュリー

ジュリー

ジュリー

射場⻑

射場係

射場係

⽤具検査ジュリー
主任⽤具
検査ジュリー

ジュリー

ジュリー

⽤具検査役員

⽤具検査⻑

⽤具検査係

⽤具検査係

... ...



こういうケースは誰の管轄︖

1. 本射中に空砲があった
2. 本選終了後に速報、確報を掲⽰する
3. 競技後検査の対象を決める



こういうケースは誰の管轄︖
1. 本射中に空砲があった
• ROが発⾒、いつ誰が何発⽬に︖IRに起票
• IRで射場ジュリーに報告、射場ジュリーからRTSOに報告
• RTSジュリーの指⽰のもとEST係が得点に反映
• ⼀連の対応履歴をIRに残す

2. 本選終了後に速報、確報を掲⽰する
• RTSジュリーがEST係に指⽰し、終了後すぐに速報印刷し署名
• 内容をチェックしRTSOが掲⽰、CNを起票
• 講義締切後RTSジュリーが確報に署名し、確報を掲⽰

3. 競技後検査の対象を決める
• ECジュリーが決めて、CROや射場ジュリーに共有
• ROが担当射座の射⼿の射撃が終了したら検査対象であることを通知（終了まで知られてはいけない︕）
• ROかECOが⽤具検査室までエスコート（先導せず、後ろから︕）

成績、時間、採点に関わる内容
はRTS︕



参考︓公認競技会の格付規定 付表2-3（4⽉〜） G3の役員配置

運営部⾨

組織委員会

競技役員

TD

ジュリー

技術部⾨
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審判講習会
ECOの役割

Role of Equipment Control Officer
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リンク集

ISSF
• GTR
• ライフル用具検査ガイド
• ピストル用具検査ガイド
• 用具検査用、計測機器
• ライフル付則A
• ライフル付則B
• ライフル付則C
• ピストル付則A
• ピストル付則B

JRSF
• GTR
• ライフル用具検査ガイド
• ピストル用具検査ガイド

https://www.issf-sports.org/getfile.aspx?mod=docf&pane=1&inst=458&file=1.%20ISSF%20General%20Technical%20Rules.pdf
https://www.issf-sports.org/getfile.aspx?mod=docf&pane=1&inst=31&iist=25&file=Rifle_Equipment_Control_Guide_-_Edition_2018.pdf
https://www.issf-sports.org/getfile.aspx?mod=docf&pane=1&inst=31&iist=26&file=Pistol_Equipment_Control_Guide_-_Edition_2018.pdf
https://www.issf-sports.org/getfile.aspx?mod=docf&pane=1&inst=31&iist=26&file=Equipment_Control_Instruments_-_Edition_2018.pdf
https://www.issf-sports.org/getfile.aspx?mod=docf&pane=1&inst=31&iist=25&file=Rifle_Annex_A_ISSF_Instructions_for_Conducting_Shoe_Sole_Flexibility_Tests_-_Edition_2018.pdf
https://www.issf-sports.org/getfile.aspx?mod=docf&pane=1&inst=31&iist=25&file=Rifle_Annex_B_ISSF_Equipment_Control_Measurement_Form_-_Edition_2018.pdf
https://www.issf-sports.org/getfile.aspx?mod=docf&pane=1&inst=31&iist=25&file=Rifle_Annex_C_ISSF_Equipment_Control_Code_Violation_Warning_Form_-_EQ_-_Edition_2018.pdf
https://www.issf-sports.org/getfile.aspx?mod=docf&pane=1&inst=31&iist=25&file=Rifle_Annex_A_ISSF_Instructions_for_Conducting_Shoe_Sole_Flexibility_Tests_-_Edition_2018.pdf
https://www.issf-sports.org/getfile.aspx?mod=docf&pane=1&inst=31&iist=26&file=Pistol_Annex_B_Procedures_for_RFP_Ammunition_Velocity_Tests_-_Edition_2018.pdf
https://www.riflesports.jp/member/rule_info/doc/2019updaterules1/rule2_60_GTR_2nd.pdf
https://www.riflesports.jp/member/rule_info/doc/2019/20190224_Rifle_Equipment_Control.pdf
https://www.riflesports.jp/member/rule_info/doc/2019/20190224_Pistol_Equipment_Control.pdf
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GTR
GENERAL TECHNICAL RULES
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6.5 ゲージと測定器具
• ａ）各組織委員会はISSF選手権大会の開催期間中、用具検査に使用するゲージ
や測定 器具など道具一式を用意しなければならない。

• ｂ）用具検査を実施する上で必要な用具検査器具の詳しいリストとそれらの器
具の仕様と 性能の表はISSF本部に用意してある。

• ｃ） ISSFテクニカルデレゲートまたは主任用具検査ジュリーは競技会に先立っ
てすべ てのゲージおよび測定器具を検査し承認しなければならない。

• ｄ）用具検査器具を検査するための調整器具はISSF本部に用意してある。毎日
の検査 前及び競技後検査において失格となると思われる事態が生じたときには
この用具検査器具を調整に用いなければならない（調整報告様式はISSF本部に
用意してある）。

• ｅ）選手の衣服等の厚さ、固さ、柔軟性の検査に用いる測定器具はこのルール
（下記 6. 5.1）に従って製造されていなければならず、なおかつISSF技術委員
会によって承認 されていなければならない。
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6.7 競技用服装および用具
• 6.7.1 ISSFはISSF選手権大会において選手が使用できる競技
用の服装および用具に関して明確なる基準を制定した。また、
これらの基準は他の選手よりも不正に有利となる選手のいな
い公正で平等な競技会の原則を守るために用具検査において
調べるためのものである。
• 6.7.2 選手は、 ISSF選手権大会で自分の使用する全ての用
具と服装がISSFルールを遵守していることを保証する責任を
負う。
• 6.7.3 全ての用具は用具検査ジュリーと組織委員会により設
置された用具検査係において、各競技ジュリーによるものと
同等に検査される。
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6.7.6 用具検査

• 6.7.6.1 組織委員会は用具検査ジュリーの監督のもと用
具検査を行う用具検査係を設置しなければならない。
用具検査サービスは、選手が競技前の用具検査をでき
るように、全ての選手に対して利用できるようになっ
ていなければならない。ISSFルールの遵守を保証する
ために、 用具検査ジュリーと用具検査係はランダム競
技後検査を行わなければならない（6.7.9）。
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6.7.6.2 用具検査手順
• ａ）組織委員会はチーム役員および選手に、競技開始前または競技中に、用具検査をいつ、どこで行うこ
とができるかを通知しておかなければならない。

• ｂ）用具検査室は、公式練習日からライフル、ピストル、ランニングターゲットの競技が終了する日まで、
選手の用具の自主検査のために開けられていなければならない。

• ｃ）毎日の検査前及び競技後検査において失格となると思われる事態が生じたときに行われる検査器具の
調整には、ISSF検査器具調整器具を用いなければならない。

• ｄ）選手には自分の使用する用具が競技後検査に合格するという確証がもてなければ、その用具を検査す
るために用具検査室に持っていくことを推奨する。

• ｅ）用具検査係は全ての射撃ジャケットと射撃ズボンを、選手に登録されたシリアルナンバーのついたタ
グを調べ、確認しなければならない。タグはタグを壊すことなく取り外すことができないように設計され
てなければならない。２０１３年以前に“One Time Only 検査”で発行されたタグはこの要求を満たしてい
る。タグのないジャケットとズボンは ＩＳＳＦルールを遵守しているか検査され、選手に登録されたもの
としてタグが取り付 けられなければならない。用具検査ジュリー及びライフルジュリーは、ルール7.5.1.2 
に従い、ランダム検査でジャケットやズボンのタグを利用する。

• ｆ）用具検査係は用具検査で検査したそれぞれの銃、射撃ジャケットおよび射撃ズボンの選手の名前、
メーカー、銃番号および口径を用具検査票（コントロールカード）に記録し、保存しなければならない。

• ｇ）エアまたはＣＯ２シリンダーが保証期間（最大１０年）内であり安全であると保証することは選手の
責任である。このことは用具検査がチェックすることができ、推奨される措置を忠告することができる。
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6.8 競技ジュリーの任務と職務

• ジュリーは組織委員会の任命した競技役員を助言し、
援助し、監督する責任を負う。
• ａ）競技（ライフル、ピストル、ショットガン、ラン
ニングターゲット）ジュリーは各種 目の競技運営を監
督する。
• ｂ）ＲＴＳ（成績、計時および採点）ジュリーは採点
および成績処理を監督する。
• ｃ）用具検査ジュリーは選手の服装および用具の検査
を監督する。
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1.ライフル用具検査の組織（人員配置）

⽤具検査⽤紙
受け付け

ライフルの

チェック
靴、柔軟測定器
その他も

厚み測定器

ジャケット、ズボ
ンの硬さ測定器

ジャケット、ズボ
ンの硬さ測定器

前合わせ、
肘の縫い⽬ JURIES
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1.ライフル用具検査の組織（人員配置）

⽤具検査⽤紙
受け付け

ライフルの

チェック
靴、柔軟測定器
その他も

厚み測定器

ジャケット、ズボ
ンの硬さ測定器

ジャケット、ズボ
ンの硬さ測定器

前合わせ、
肘の縫い⽬ JURIES
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1.ライフル用具検査の組織
• 1.1 ECセクションは最低でも5人、可能であれば7人

で構成する
• 1.10 ECOはECJから支援、監督されなければならな
い
• 1.11 ISSF校正器を用いた校正する
• 1.12 失格が検討される際に再校正する。

校正 ＝ キャリブレーション
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2. ライフル検査用具①
• 2.1 重量計（最大10㎏、1g単位で測れるもの）
• 2.2 1500ｇトリガーウェイト(300mスタンダードライフル用)
• 2.3 ライフルのテンプレートボード
• 2.4 定規、巻き尺
• 2.5 硬さ測定器
• 2.6 厚さ測定器
• 2.7 オーバーラップゲージ
• 2.8 靴寸法測定ゲージ
• 2.9 靴底柔軟性検査機
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2. ライフル検査用具②
• 2.10 ニーリングロール測定ゲージ
• 2.11 スチール定規300mm
• 2.12 測定項目用の各種テンプレート
• 2.13 コンピュータ、プリンタ、消えないしるしをつけるペンを含む機器又はその手段

• 2.14 用具検査用紙、
• 2.15 複数色のマスキングテープ
• 2.16 ISSFのGTR、特別ルールの英語及び現地語の写し(あれば）

注意：ISSF webサイトに掲載の正誤表、規則解釈等すぐに閲覧できること
• 2.17 エントリーリスト
• 2.18 用具検査シール（シリアルナンバー入りが望ましい）
• 2.19 再検査通知カード（衣服、トリガー、靴、テーピング）
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3. ライフル検査手順①
• 3.1.1 選手などに用具検査の会場と実施時間を知らせる
• 3.1.2 選手は、あらゆる用具を持参することが推奨される
• 3.4 ジャケットは表から、ズボンは裏から計る。ウエスト
バンド部分は縫い目の端や折れ曲がりのを考慮し、測定結
果が正しくなるように注意する必要がある
• 3.5 測定面に、しわ等がないことを確認する
• 3.6 測定器のシリンダーを慎重に衣服上におろし静止させ
る。測定時間の上限は1分
• 3.7 3.0mm以上凹んでいれば合格。これより低い数字は不
合格
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3. ライフル検査手順②
• 3.8 競技会後検査はその選手が終了した直後に行われる
• 3.9 1パネルが2.9以下の場合、検査器具を再校正し、同一
パネルを再検査する。再度不合格となり、他の(4または５)
パネルがすべて合格した場合、選手は失格にはならない。
• 3.10 この場合、競技者に書面による警告を与えなければな
らいない。その選手は、その日、その競技に限り、その衣
服の使用を継続することができる
• 3.11 選手は自身の責任で十分な柔軟性のある衣服で競技す
る必要がある。3.1や3.0の測定結果の衣服で試合に出るこ
とは選手にとって大きなリスクである
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3. ライフル検査手順③
• 3.12 ジャケット、ズボンはすべての箇所が測定可能で

なければならない
• 3.13 2か所以上、もしくは示されているすべての箇所
が、競技会に臨む前に合格していなければならない。
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3. ライフル検査手順④
• 3.15 オーバーラップ測定器は競技会前検査は6㎏、

競技会後は8㎏で行うことを推奨する。
• 3.17 ボタンの位置に印をつけるためのサインペン
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1.ピストル用具検査の組織

⽤具検査⽤紙

受け付け
ピストルのチェック ⾐服、靴

ピストルチェック

Or

⾐服、靴
JURIES
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1.ピストル用具検査の組織

⽤具検査⽤紙

受け付け
ピストルのチェック ⾐服、靴

ピストルチェック

Or

⾐服、靴
JURIES
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2. ピストル検査用具①
• 2.1 エアピストル用測定ボックス
• 2.2 センターファイア及びリムファイヤーピストル用測

定ボックス
• 2.3 重量計（最大1500g、１g単位で測定できるもの）
• 2.4 トリガーウエイト（500g、1000ｇ）
• 2.5 靴底柔軟性測定器
• 2.6 25m男子RFP、弾速測定器
• 2.7 ヒールレスト用90度テンプレート
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2. ピストル検査用具①
• 2.8 ISSFのGTR、特別ルールの英語及び現地語の写し(あれ

ば）
注意：ISSFwebサイトに掲載されている正誤表、規則解釈等にすぐに閲覧で
きること

• 2.9 エントリーリスト
• 2.10 用具検査用紙
• 2.11 サインペン
• 2.12 ノギス、スチール定規300mm
• 2.13 用具検査シール（シリアルナンバー入りが望ましい）
• 2.14 再検査通知カード（トリガー、靴、テーピング）
• 2.15 失格が検討される際にキャリブレーション
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4. ピストル競技会後検査
• 4.1 競技会後検査は予選及び本選のファイナルのまえま

での時間に実施されなければならない。ECJはこれ
の全責任を負う。

• 4.2 靴、テーピング、トリガー、ピストルとグリップ寸
法、弾速チェック、弾頭の重量

• 4.3 トリガー、ピストルとグリップの寸法の検査は本選
会場に配置。靴は用具検査場、テーピングは本選会
場近くの閉鎖された更衣室で行う。
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パラ種目について

ISSF

WSPS

運⽤
ルール
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パラ種目について-クラス分け-

ピストル

SH1

ライフル

SH1

SH2
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パラ種目について-クラス分け-

Backrest 
support

Spring for rifle 
support

Loading 
assistant

Loading 
device

Trigger 
adaptation

SH1 (Pistol) A/B/C yes/no yes/no

SH1 (Rifle) A/B/C yes/no

SH2 A/B/C a/b yes/no yes/no



トリガー
アダプテーション

出典:WSPS Appendix





SH2⽤スプリング

出典:WSPS Appendix
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ライフル種⽬
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ピストル種⽬



ローダー
(loading 

assistant)



25mピストル混合
（P3）

ローディング
デバイス



10mピストル男⼦
SH1（P1）



50mライフル3姿勢男⼦
SH1

K姿勢（R7）



50mライフル3姿勢⼥⼦
SH1

P姿勢（R8）



50mライフル3姿勢⼥⼦
SH1

S姿勢（R8）



50ｍライフル伏射混合
SH2（R9）



リンク集
• https://jpssf.com/index/show-
pdf/url/aHR0cHM6Ly9kMmEwdjF4N3F2eGw2Yy5jbG91ZGZyb250
Lm5ldC9maWxlcy9zcG9ocC9tdWx0aS1tYXN0ZXJwYWdlLzYzMmN
lNDM1MTgyZjYucGRm
• https://www.paralympic.org/sites/default/files/document/19020
7132510726_World+Shooting+Para+Sport+Classification+Rules
+and+Regulations.pdf
• https://www.paralympic.org/sites/default/files/2022-
06/WSPS%20Rulebook%202022-2024_May%202022_Final.pdf
• https://www.paralympic.org/sites/default/files/2022-
05/WSPS%20Rulebook_Appendices%202022-
2024_May%202022_Final.pdf

https://www.paralympic.org/sites/default/files/document/190207132510726_World+Shooting+Para+Sport+Classification+Rules+and+Regulations.pdf
https://www.paralympic.org/sites/default/files/document/190207132510726_World+Shooting+Para+Sport+Classification+Rules+and+Regulations.pdf
https://www.paralympic.org/sites/default/files/document/190207132510726_World+Shooting+Para+Sport+Classification+Rules+and+Regulations.pdf
https://www.paralympic.org/sites/default/files/2022-06/WSPS%20Rulebook%202022-2024_May%202022_Final.pdf
https://www.paralympic.org/sites/default/files/2022-06/WSPS%20Rulebook%202022-2024_May%202022_Final.pdf
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クイズ大会！



7.4.4.2 M
5.5kgまで
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7.4.5.1 d)
25mm





7.4.5.1 d)
25mm



7.4.4.2 C
5.5kgまで



7.4.2.6



7.4.2.6



7.4.2.6
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おしまい
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GTRまとめ
• 組織委員会は検査道具を用意
• 事後検査は必須
• 検査会場、時間の事前告知
• 失格が起きそうな時のキャリブレーション
• ECJはECOの監督者で検査員ではない
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ライフル用具検査まとめ
• ECOは理想的には７人以上（最低５人）
• 毎日キャリブレーションを行う
• 硬さの事後検査時、１箇所だけの違反はDSQにならな
い場合がある。
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ピストル用具検査まとめ
• ECOは理想的には４人以上（最低２人）
• 競技会後検査は内容によって実施場所が異なる
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ここまではISSFのガイドの内容でした
つまりG1、G2（G3＋）に適応されるものです。

ではG3、G4ではどうしましょう。
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ではG3、G4は
どうしましょう？
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• JRSF公認競技会の格付け規定には

免除して良いとは
書いてない！
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6.7 競技用服装および用具
• 6.7.1 ISSFはISSF選手権大会において選手が使用できる競技
用の服装および用具に関して明確なる基準を制定した。また、
これらの基準は他の選手よりも不正に有利となる選手のいな
い公正で平等な競技会の原則を守るために用具検査において
調べるためのものである。
• 6.7.2 選手は、 ISSF選手権大会で自分の使用する全ての用
具と服装がISSFルールを遵守していることを保証する責任を
負う。
• 6.7.3 全ての用具は用具検査ジュリーと組織委員会により設
置された用具検査係において、各競技ジュリーによるものと
同等に検査される。
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最低１名のECOを配置し
有利になりやすい要素を
複数検査しましょう
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検査項目具体例

ライフルの場合
• ジャケットズボンの硬さ
• ライフルの外形
• バップレの深さ
• ウエイトの位置
• ハイサイトの高さ

など

ピストルの場合
• トリガーウェイト
• グリップの外形
• 基準箱

など



© 2023 Shimpei SUZUKI (Japan Rifle Shooting Sport Federation)  All Rights Reserved.82

試合におけるRTS実務の解説
G3, G4競技会のために

愛知県ライフル射撃協会
鈴木 慎平
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「RTS」とは何か
• Results:成績
• Timing:計時
• Scoring:採点

• 制限時間の中で、いかに点数を取るかの競技
• 正確な時間と、正確な採点、正確な成績表の管理を
担う極めて重要な役割
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今日のテキスト
• ISSF RTSマニュアル(和訳版)
• ライフルスポーツ2023年1月号 p.14～15

• 【参考資料】
EST Officer for SIUS (SAWA Shooting WEB)
https://sites.google.com/view/sawashootingweb/%E9%9B%BB%E5%AD%90%E6%A8
%99%E7%9A%84sius?authuser=0
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1.1 RTS室の備品
• TD、競技委員長、RTSジュリーで協議の上、取捨選択。
• ゲージ、自動採点機など、明らかに必要なものは削減
しない。

• 紙標的の場合
• ゲージ・採点機、標的を保管しておく棚、プリンタ、PC

• 電子標的の場合
• プリンタ出力紙を保管しておく箱、プリンタ、PC
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1.1 RTS室の備品
• どのようなグレードの試合であっても…
• 各種書類様式は備え付けておく
• 射場事故報告書(IR)、RTS室スコア通知用紙(CN)
• 故障時採点計算票(RFPM, STDP) …25mの場合
• 抗議用紙(P)、上訴用紙(AP)など

• 書類いじりをするために備え付けるのではありません。
• トラブル時に何分の延長があったのか、何点減点した
か記録する、重要な証拠です。
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1.1 RTS室の備品
• どのようなグレードの試合であっても…
• 成績表や各種書類様式はしっかりファイリングする
• 100円均一や近所の文房具屋さんで売っているクリアポケッ
トファイルで十分です。
• 射群ごとにきちんとファイリングしましょう。
• 成績表や書類が散逸し、どれが正しい成績か分からなくなっ
たら最悪です。
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1.1 RTS室の備品
• RTSが扱っているものは、
• 選手の最大の成果物である「得点」
• 選手が今まで掛けてきた練習などの、
またその試合自体の「時間」

• 最優先で、大切にしましょう。
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1.2 RTS係の職務
• RTS長(CRTSO)、RTS係 (RTSO)
• 成績処理に関するすべての分野を担当する。

• 種目別エントリーリスト、スタートリスト、スタートリストの修正
• 前のステージの成績の正確な表示
• RTSプリントアウトの回収
• 射場事故報告書の回収と管理
• 速報の掲示と抗議の受付
• ランキングリストの確認
• 予選結果の掲示とファイナルスタートリストの発表
• 各種目の最終結果とメダルリストの迅速な公開
• 選手権後出来る限り早くリザルトブックの発行
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1.2 RTS係の職務
• RTSジュリー
• 採点と成績処理を監督し、採点に関する疑問または抗議の解
決
• 各競技の終了時には、RTSジュリーはすべての故障による再
計算(25m)と減点(10m, 25m, 50m)が正しく成績に反映され
ているかを確かめるために成績表を点検しなければならない。
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実際のG3、G4の競技会場では…
• そもそも、人が確保できない
• (あくまでも個人的な見解ではありますが)
ライフル・ピストルジュリーや射場役員(RO)と兼務で
も構いません。
正確に成績を処理することを考えましょう。

• ただし、ライフルジュリーとRTSOの兼務やROとRTSジュ
リーの兼務と言った組み合わせは絶対NG
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実際のG3、G4の競技会場では…
• 電子標的を使用している加盟団体は、電子標的に
付帯する集計ソフトを積極的に使用しましょう。
• プリンタ出力紙の内容をExcelに転記することは非効率。
• 転記ミスにも起こりうる。
• 集計ソフトで成績表を作成し、RTS係、RTSジュリーが
協力してダブルチェックを行いましょう。

• 例えば、SIUS Rankでは各種目の選手リストを全部コピーすると、
Excelに貼り付けられ、ニチラネット報告の手間も軽減できます。
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実際のG3、G4の競技会場では…
• 電子標的を使用している加盟団体は、電子標的に
付帯する集計ソフトを積極的に使用しましょう。

• 【参考資料】
EST Officer for SIUS (SAWA Shooting WEB)
https://sites.google.com/view/sawashootingweb/%E9%
9B%BB%E5%AD%90%E6%A8%99%E7%9A%84sius?au
thuser=0
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RTSジュリー段階＼セクション RTSO

PET

Pre
Event
Training

業務の流れ ‒ 試合前～射群前 -

PETスタートリストチェック・発行*

標的やスコアボードに
問題がないかチェック RPOルールの確認

- 誰がRPOになるのか確認

PETスタートリスト確定サイン*

PETスタートリスト配布

本選スタートリストチェック・発行*

- エントリーリストと照合
(- 掲載するアジア記録照合)

本選スタートリスト確定サイン*

本選スタートリスト配布

- エントリーリストと照合
(- 掲載するアジア記録照合)

*長、主任の仕事【出典】ライフルスポーツ2023年1月号 p.14～15 をもとに作成
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業務の流れ ‒ 試合前～射群前 -
• RTSマニュアル p.6以降参照

• 試合前
• 【ジュリー】スタートリストとエントリー一覧を突合し、
参加申込した選手が漏れなくスタートリストに載っているか
確認

• 射群前
• 【ジュリー、RTSO】
標的の白い部分に弾痕がないこと。
標的枠上の弾痕が明確に治痕されていること。
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RTSジュリー段階＼セクション RTSO

本選
①

業務の流れ ‒ 本選 -

*長、主任の仕事【出典】ライフルスポーツ2023年1月号 p.14～15 をもとに作成

壁・標的面・モニターチェック

- 治痕、Bib・氏名・所属・種目チェック

インシデント対応

- 射座移動や誤射、ペナルティなど
Record,Scoring,Timingに関するもの

レコード申請

- アジア記録が出ていればAnnex R起票
- レコード出た旨をRTSチームとTDですぐ共有
- 個票+確報コピーをTDに提出
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RTSジュリー段階＼セクション RTSO

本選
②

業務の流れ ‒ 本選 -

*長、主任の仕事【出典】ライフルスポーツ2023年1月号 p.14～15 をもとに作成

速報チェック、速報サイン

CN起票

速報掲示

- 速報をスピーディーに
チェック（人数、RPOが
ファイナリストでないか）
-上位10名個票と速報の照合
チェック（Bib、シリーズ点数、
合計点、順位）(掲出時・抗議時間締め切り時) CNサイン

CNサイン
CN,個票等書類をRTS室へ

確報サイン
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業務の流れ ‒ 本選 -
• 射群中～成績確定
• 本選と射群の成績を検証して【ジュリー】
射場スコアボードに公開する【RTSO】
• インシデント対応 (手動による成績の修正を監督する。)
【ジュリー】
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業務の流れ ‒ 本選 -
• 射群中～成績確定
• 射場スコアボードへの「速報」1枚に署名する。【ジュリー】
• 各種目、各射群、各ステージが終了後、射場スコアボードに
速報を掲示する。【RTSO】
• 抗議時間中に【ジュリー】

• RTSプリントアウトで上位10名の個別の成績を確認する。
• 射場事故報告書を確認して、ペナルティまたは故障による得点の調整
が入力されていることを確認する。

• 欠場(DNS)、途中棄権(DNF)、失格(DSQ)の場合は、成績表に正しい
注釈と凡例が入力されていることを確認する。
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業務の流れ ‒ 本選 -
• 速報を貼り出してから10分経過
• 抗議がなければ、その射群の成績は確定。
• 抗議があれば、ジュリーが引き続き問題の解決を…。

• 確定後に選手から成績の修正の申し出があった。
• 即却下！
• 選手や保護者にルールを教えてあげてましょう。

• 保護者＝ジュニア選手の一番の支援者
• 支援者がルールを知っていることも大切です！
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業務の流れ - Final -
RTSジュリー段階＼セクション RTSO

Final

*長、主任の仕事【出典】ライフルスポーツ2023年1月号 p.14～15 をもとに作成

ファイナル スタートリストチェック・発行*

- 確報と照合
- 射座割はルール通りか？

ファイナル スタートリスト確定サイン*

ファイナルスタートリスト配布
壁・標的面・モニターチェック

- 治痕、Bib・氏名・所属・種目チェック
- SIUSのScoreboardも確認

インシデント対応

- 射座移動や誤射、ペナルティなど
Record,Scoring,Timingに関するもの

ルール通りの進行かチェック

- 脱落が正しいかなど

確報サイン確報をRTS室へ

-ファイナル会場のRO、射場
ジュリー、アナウンサーに配布
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最後に

•「兼任の選手がいるので…」
「役員に負担を掛けたくない…」

•気持ちは分かります。
• ですが、成績処理を間違えば、
結局はただの言い訳になってしまいます。
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最後に
• そもそも、人が確保できない
• (あくまでも個人的な見解ではありますが)
ライフル・ピストルジュリーや射場役員(RO)と兼務で
も構いません。
正確に成績を処理することを考えましょう。

• コンパクトな競技会に応じた、コンパクトな人員配置を
心掛けましょう
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最後に
• RTSが扱っているものは、
• 選手の最大の成果物である「得点」
• 選手が今まで掛けてきた練習などの、
またその試合自体の「時間」

• 最優先で、大切にしましょう。
• 正確な成績をニチラネットにアップできるようにしましょう！
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最後に(RTS以外にも…)
• 【野球規則】「審判員に対する一般指示」より抜粋
• 試合を停滞させてはならない。試合は、しばしば審判員の活
気ある真剣な運びによって、より以上の効果をもたらすもの
である。
• 審判員は、競技場における唯一の代表者であって、強い忍耐
と、よりよい判断とを必要とするようなつらい立場におかれ
ることがしばしば起こるが、悪い事態に対処するにあたって
は、感情を棄てて自制することが、いちばん大切なことであ
る。
• 最後に、審判員は礼儀を重んじ、しかも公平にして厳格でな
ければならない。そうすれば、すべての人々から尊敬される。



ROの業務
⼩野 広⼈

（Tokyo2020 NTO, 10m/50m Range Officer）



▌射場⻑（CRO ＝ Cheif Range Officer）

• 適切な運営（時間管理、射場整備）、射場役員(RO)・射場勤務員の統括
• 裁定はしない

▌射場役員（RO ＝ Range Officer）

• 10射座に1名程度を配置、⾃分の担当区域に責任を持つ
• 裁定が必要な事象は、CROではなくジュリーに報告
• 事象（故障、抗議、妨害 etc.）発⽣時には、時間を計測、事故報告書(IR)を起票

裁定を下す

ライフルジュリー / ピストルジュリー

主任ジュリー

競技会を運営する

射場役員 RO

射場⻑ CRO
助⾔、監督

報告
IR

ジュリーとCRO/ROは、
お互いに独⽴した組織

役割・責任範囲は明確に異なる



▌ GTR 6.9.1 射場⻑(CRO)は 射場ごと に任命されなければならない。
• 射場⻑はすべての射場役員と射場勤務員の統括者であり、競技種⽬の適切な運営に責任を負う。
• 射場⻑はすべての射場内の号令の発令に責任を負い、すべての射場勤務員がジュリーに対して協⼒することを保証する責任をも負う。
• 射場⻑は射場設備の故障に対し早急な措置を⾏う責任を負い、射場を運営するために必要な専⾨家や資材を確保する責任を負う。
• 射場⻑の⽀援、特に種⽬や競技中に⽣じた不測の事態に関する射場の⽂書や射場事故報告書(IR)の維持管理、のために
副射場⻑の任命を強く推奨する。

▌ GTR 6.9.2 射場役員(RO)は 標的グループの各セクション または 10射座ごと に任命されなければならない。

a. 射場役員は担当する射座区域において射場⻑の指⽰を実⾏させる責任を負わなければならない。
b. 射場役員は選⼿の名前とBib番号をチェックして、射座割表と⼀致していることを確認しなければならない。
c. 射場役員は選⼿の銃、⽤具および装備が検査、承認されていることを確認しなければならない。
d. 射場役員は選⼿の射撃姿勢をチェックし、不審があればジュリーに報告しなければならない。
e. 射場役員は射場⻑の号令が伝わっているか確認しなければならない。
f. 射場役員は競技中に⽣じる故障、抗議、妨害または他のさまざまな問題について必要な⾏動をとらなければならない。
g. 射場役員は⼝頭の抗議を受理し、ジュリーに引き継がなければならない。
h. 射場役員はすべての不測の事態、妨害、罰則、銃器故障、誤射、許可された追加時間、承認された再射などを事故報告書(IR)、
標的上またはプリンター⽤紙に適切に記録する責任を負わなければならない。

i. 得点に関して、選⼿と会話したり、コメントすることは控えなければならない。



業務内容︓⼤会開始前

▌ GTR 6.4 射場とその他設備 RANGES AND OTHER FACILITIES

• 射場設備（射座・標的・⽤具検査室・銃器⼿⼊室・得点掲⽰板・更⾐室・休憩室・トイレ etc...）を
TD(テクニカルデレゲート)・CROの指⽰の下、適切に準備する ※適宜、他の射場勤務員と役割分担する

ü 標的が正しく設置・動作しているか
ü 標的マスク・ロール紙の確認・整備
ü 壁・標的枠・標的⾯の治痕
ü 競技の実施に必要な備品の確認、管理

• ⼤会期間中に安全と公平が保たれるように、
そして 選⼿が気持ち良く競技して良い成績を出せるように、
気づいた点があれば、CROに報告/提案する

Photo by Tanigawa Ryo



業務内容︓PET、公式練習（および全般）

▌ ROは、担当する区域（射座）で射撃競技が正しく⾏われることに責任を持つ
• CROは、ROほか役員を統括し、担当する射場全体で射撃競技が正しく⾏われることに責任を持つ
• ROは、担当区域の選⼿に注意を払い、選⼿に問題が発⽣した時（選⼿が⼿を上げた時）には

選⼿と会話して、問題の本質を確認する ※他の選⼿を邪魔しないように注意

→ 簡単なことなら、選⼿が射撃を再開できるよう適切に対応する
抗議、複雑な事象、判断に迷う場合は、時刻をメモしてジュリーを呼び、事故報告書(IR)を起票

▌ PETや公式練習では、選⼿の射撃姿勢を観察し、違反の可能性をジュリーに知らせる
• 選⼿の背後に⽴ち続けたり、選⼿の背後で他の役員と議論するのは、選⼿にとって⾮常に邪魔︕
• 選⼿がセフティフラッグを正しく使⽤していなければ、穏やかに指摘する（指で指し⽰すだけでも充分）

選⼿が射座を離れる/銃を⽚付ける際は、セフティフラッグを挿⼊＝弾が装填されていないことをROが確認︕

本選中の場合



業務内容︓本選

▌ATL前
• 担当区域の確認（誰が何的を担当︖） 他の役員の顔と名前、業務の流れを確認
• 射場整備はATL前に完了していること︕

▌ATL後

• 選⼿のBib(ゼッケン)とスタートリスト(射座割)が⼀致することを確認
• ⽋場(DNS)がいたらIRを起票 → スタートリストへの反映にIRが必要
• コントロールカードと、銃番号、ジャケット・ズボンの⽤具検査(EC)シールの⼀致を確認
• 選⼿が銃を取り出した時、セフティフラッグを挿⼊していることを確認する

→ 他の準備をする前に、最初にセフティフラッグを挿⼊させる



業務内容︓本選

▌事故報告書(IR)
• 競技中に発⽣した事象（故障、抗議、妨害 etc.）は全て、事故報告書(IR)を起票する。
• IRの⽤紙は、CROから貰う。ROがIRを書く時、ジュリーは側に付いて助⾔する。
• ⼝頭抗議を受けたら、直ちにジュリーに報告する。ジュリーは、IRを起票するか否かを判断する。

▌コーチング
• コーチが射座内に⼊らなければ、選⼿・コーチ間の⾮⾔語コーチング（⾝振り⼿振り）はOK
• 選⼿はROに知らせた後で、射座を離れることができる。ROはセフティフラッグの挿⼊を確認︕
• コーチが選⼿と話したい場合、射座から選⼿を呼び出すよう、ROまたはジュリーに依頼する。

(選⼿の銃に弾が装填されている場合は、撃つまで待ってから選⼿に近づき)
選⼿の肩を軽く叩いて、コーチを指し⽰す。話す必要はない。



▌ 選⼿が撃ち終わったら、ジャーナルに署名させ(必須ではない)、速やかにRTSへ渡す

▌競技後検査

• ⽤具検査(EC)ジュリーからCROに、競技後検査の対象選⼿が知らされ、検査票が渡される。
CROは、対象選⼿の射座を担当するROに検査票を渡す。

• ROは検査表の内容が⾒えないように伏せて置き、対象選⼿が射撃終了後、
ジャケットのボタンを外す前に、選⼿に検査票を⽰して対象であることを知らせる。

• ⽤具検査役員(ECO)の⼈⼿が⾜りない場合、ROが選⼿を⽤具検査室まで連れて⾏く。
ROは選⼿の後ろを歩き、選⼿がルール違反の可能性があるものを変更・隠蔽しないよう注視︕

▌STOP後

• 担当区域の全ての銃が⽚付けられ、安全な状態になったことをCROに合図
• CROによる「Range Clear」の号令後、射撃線の前に出て標的等の射場整備



ROの⼼得

▌選⼿にとって、⼤会が問題なく進⾏し、
実⼒を充分に発揮して、良い成績が出せる⼤会を実現する。

• 運営の中では様々なトラブルが起きても、それをできるだけ選⼿に影響させない。

• 失格を出さない。
→ PETやATLで選⼿をよく⾒て、際どい場合は選⼿やコーチと事前に確認しておけば

全ての選⼿がルール内で実⼒を競う⼤会にできる。

• 主役は選⼿。ROはそれをサポート。
どちらかが上位ではなく、お互いに敬意を払い、協⼒して⼤会を運営する。



競技役員としての⼼構え
講師︓横⼭ 幸⼦



[再掲]本講習会の⽬的

• 競技役員の業務や役割、⼼構えを理解する
• 技術や知識を確認・アップデートする

競技会の公正で円滑な運営を実現する



アンケート回答のお願い（任意）

今後の参考にさせていただきます
参加シールの送付はございません

https://forms.gle/TWcRxMA3gin8ayHy8

https://forms.gle/TWcRxMA3gin8ayHy8

